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5月の行事・祝日
1日（木）	����������������������メーデー
3日（土）	������������������憲法記念日
4日（日）	����������������������みどりの日
5日（月）	�����こどもの日（端午の節句）
6日（火）	�����������������振り替え休日
11日（日）	������������������������母の日

５月

季
節
を
め
ぐ
る

五
月

「純情産地いわて」の
	生産基盤維持・拡充をめざして！！

〜TAC活動による担い手支援と安全安心な農産物の生産支援〜

Team for Agricultural Coordination
単協・連合会が一体（チーム）となって地域農業をコーディネイトする

地域農業の担い手に訪問してご意見・ご要望をうかがい、誠実に応える。
地域農業の担い手の経営に役立つ各種情報をお届けする。
地域農業の担い手のご意見を持ち帰り、JAグループの業務改善につなげる。

特
集

意　味

キャッチコピー

役　割

若い担い手と子ともたち

皐月（さつき）／菖蒲月（あやめづき）／早苗月（さなえづき）／田草月（たぐさづき）
橘月（たちばなづき）／五月雨月（さみだれづき）五月の異名
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特集	─「純情産地いわて」の生産基盤維持・拡充をめざして！！

基
本
方
針
の
達
成
に
向
け
た
平
成
26
年
度
の
重
点
取
組
み
事
項
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

実行具体策
行動計画

26年度計画

１．「県域担い手対策チーム」の設置 運営

２．TAC活動STEP５・６到達JAの拡大 ６JA

３．TAC（担い手対応専任者）設置JAの拡大 ４JA

４．ＪＡ-ＴＡＣのスキルアップ支援（研修会） ４回

５．TACシステムの利用拡大（研修会） ８回

６．JA-TACミーティングへの参画 170回

７．残留農薬分析の実施（延べ分析項目数） 145,000項目

８．放射性物質検査の実施 700点

９．補給型施肥実証展示圃の設置 14箇所

10．飼料米多収実証圃の設置 ２箇所

営
農
対
策
部

応
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
に
お
い
て
は
、新
た

に「
岩
手
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」を
設
置
し
、Ｊ
Ａ
間
の
連
携
強

化
に
よ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、県
産
農
畜
産
物
に
対
す
る
安
全
性
を
確
保
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、残
留
農
薬
分
析
・
放
射
性
物
質
検
査
を
継

続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
」

に
対
応
す
る
営
農
技
術
指
導
の一
環
と
し
て
飼
料
米
多
収
穫

技
術
の
確
立
や
環
境
保
全
型
農
業
に
お
け
る
省
力
・
低
コ
ス

ト
栽
培
技
術
提
案
等
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

残留農薬分析 TAC活動

ミニトマトの養液土耕栽培

地
域
農
業
を
支
え
る「
多
様
な
担
い
手
」の
経
営
安
定
、環

境
に
配
慮
し
た
農
業
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
生
産
基
盤
維

持・拡
充
に
つ
と
め
ま
す
。

今
年
度
は
、J
A
と
県
域
担
い
手
対
策
チ
ー
ム
が
機
能
連

携
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
て
担
い
手
対

（３）「
岩
手
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」の
設
置
に
よ
る
Ｊ
Ａ
間
の
連
携
強

化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

営
農
技
術

安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の
支
援

（１）
食
の
安
全
性
確
保
に
お
け
る
残
留
農
薬
分
析・放
射
性
物
質

検
査
の
実
施

（２）
環
境
保
全
型
農
業
に
お
け
る
省
力・低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
の

提
案

（３）
土
壌
分
析
結
果
に
も
と
づ
い
た
施
肥
指
導
に
よ
る
肥
料
コ
ス

ト
低
減
の
支
援

（４）
生
産
履
歴
記
帳
運
動
を
発
展
さ
せ
た
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
手
法
）の
普
及
拡
大

（５）
飼
料
米
多
収
技
術
の
確
立
と
普
及

担
い
手
対
策

変
化
す
る
担
い
手
へ
の
対
応
強
化

（１）「
県
域
担
い
手
対
策
チ
ー
ム
」に
よ
る
J
A
支
援
体
制
の
強

化
（２）「
担
い
手
支
援
対
策
」の
継
続
実
施

（３）
若
手
担
い
手
の
支
援
対
策

（４）
事
業
部
門
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
担
い
手
お
よ
び
J
A
の
事

業
拡
大
支
援

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
基
盤
の
確
立

（１）
Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
担
当
専
任
化
促
進

（２）
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
役
職
員
研
修
及
び
Ｔ

Ａ
Ｃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

担
い
手
対
応
具
体
策（
平
成
26
年
度
担
い
手
対
応
強
化
具
体
策
）

行
動
計
画（
数
値
目
標
）

部門 区分 項目 実施内容

米
穀

継続 米穀出荷合理化支援対策
（運賃助成）

１．出荷・荷造り作業の効率化モデルを設置し普及拡大を図る。
２．フレコン出荷を導入した担い手にJAへの米出荷運賃の１/4以内を助成する。（５０円/６０ｋｇ）

新規 米穀出荷合理化支援対策
（切替助成）

１．色彩選別機を導入し、今年度新たにフレコン出荷を実施する担い手に対し、初年度に限り出荷・荷造り作業体系切替費
用の一部及び経営内容調査費として20万円を限度に助成する。

継続 水稲直播栽培技術確立対策 １．栽培技術確立と普及、経営改善に向けた実証等を目的に水稲直播栽培について調査・研究する。
２．栽培について調査研究するグループに対し、調査研究費として10万円を上限に助成する。

園
芸

継続 新商品等開発支援対策 １．担い手が生産した農作物を使った加工商品開発並びに消費宣伝活動による営農支援として、ＪＡが実施した商品開発
に係る経費の1/2以内を助成する。（20万円上限/1ＪＡ）

新規 集落営農組織に対する園芸栽培支援
対策

１．新たに園芸栽培に取り組む集落営農組織（任意及び法人）に対し、生産費用（種苗・肥料・農薬・諸材料・荷造り費用）
の1/4以内（30万円上限）を助成する。

継続 果菜類収量向上支援対策 １．自動点滴潅水装置導入による、きゅうり、トマト、ピーマン、なす、ミニトマトの収量・品質向上、生産改善技術の実証。
２．実証圃設置における生産資材の一部として2万円以内、圃場監理費として3万円、計5万円上限に助成する。

改定 園芸連作障害対策
１．きゅうり・トマト・ピーマン・なす・ミニトマト・ほうれんそう、小菊、ユリ、キャベツの連作障害対策による経営安定対策。
２．キャベツを除く対象品目の土壌消毒に係る農薬費用、又はきゅうり・ほうれんそう・キャベツに施用する土壌改良資材（てん
ろ石灰に限る）費用の1/4以内を助成する。但し、5万円を限度とする。

新規 野菜の地下水位制御システム
（FOEAS）導入支援対策

１．集落営農組織を対象として、地下水位制御システム（FOEAS）導入による野菜の安定生産実証を目的に展示圃を設置
する。

２．助成内容
調査費用を対象に10万円を上限に支出する。

資
材
・
農
機

継続 肥料担い手直送対策

１．対応品目
BB肥料(１ヵ所4㌧以上満車持込)、水稲用液肥・培土（１ヵ所1品目10㌧満車）

２．直送対策額(価格折込み)
BB肥料：110円/20㎏　　　培土：18円/20㎏
水稲用液肥20㎏袋：75円/20㎏　水稲用液肥バラ：1,700円/500㎏　※JAは横持運賃を差し引いて担い手価格を
設定する。

継続 農薬大型規格普及拡大 １．作業の効率化、低コスト化を目指した新規大型規格品の普及
２．通常規格品より４％程度価格折り込み値引きする。

継続 農機格納点検整備支援対策

１．対象農機
　トラクター(30ps以上)・田植機（乗用６条以上）・コンバイン(４条刈り以上)・スピードスプレーヤー(1,000㍑以上)
２．助成内容
　ＪＡが26年度に実施する格納点検整備に要した部品代（油脂代除く）の10％以内（上限3万円）を助成する。

継続 農作業効率化支援対策

２．助成内容
（1）農作業・物流効率化に向けた機械類、簡易倉庫(パイプハウス型)のリース導入に対し、リース総額の５％を導入初年度

に助成する。
（2）JA、全農がレンタル機として貸し出す機械類（トラクター、田植機、色彩選別機など）のレンタル料金の1/4を助成する。
（1台当り50,000円上限）

（3）パレット・野積みシート購入の一部助成
購入経費の1/4を助成する。但しパレットは１枚当り2,000円、野積みシートは１枚あたり5,000円を限度とする。

営
農

継続 若手担い手育成対策
１．将来の地域農業を担う若手担い手の生産技術や農業経営力の向上を図る。
２．概ね45歳未満の若手担い手で構成される概ね5人以上のグループでＪＡと共に生産技術及び経営力の向上を目的とし
た調査テーマを設定し調査研究する。1グループ20万円上限に助成する。

新規 新規就農者育成対策 １．就農から3年以内で概ね45歳未満の個人担い手に対し、生産費用を対象に1/4以内（100万円上限）を助成する。

継続 担い手向け土壌分析実施 １．適正施肥を進めるため、無料分析を実施する。（1,000点/年間）
２．サンプル採取等は、現行の土壌診断要領に則して実施する。

継続 アピネス／アグリインフォ担い手対策 １．WEB上で有償提供している最新の農薬登録情報、栽培技術、生産資材情報、青果物市況速報を担い手に対し無償で
提供する。

継続 グリーンレポート担い手対策 １．担い手に対しての情報誌を無償提供する。
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3
月
号
で
果
物
の
機
能
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
月
は

そ
の
続
き
で
す
。

前
回
は
、
各
種
の
生
活
習
慣
病
対
策
に
果
物
が
効

果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
果
物
に
含
ま
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ

ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
果
物

ミ
ネ
ラ
ル
と
は
、
水
と
有
機
物
以
外
の
食
物
か
ら

摂
取
す
る
元
素
の
こ
と
で
、
人
間
の
体
内
に
は
21
種

類
存
在
し
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
、
健
康
の
維

持
・
増
進
に
必
須
の
栄
養
素
で
、
体
重
の
5
％
前
後

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
事
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
を
摂
取
す
る
場
合
に
は
、
調

理
に
よ
る
損
失
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
、
煮
る
と
魚
か
ら
は
15
～
25
％
、
野
菜
か

ら
は
25
～
50
％
失
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
調
理
し
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
果
物
は
、
ミ

ネ
ラ
ル
の
供
給
源
と
し
て
す
ぐ
れ
た
食
材
と
な
っ
て

い
ま
す
。

下
の
表
は
、
果
物
2
0
0
ｇ
（
生
）
中
に
含
ま
れ

る
各
ミ
ネ
ラ
ル
の
含
量
で
す
。
こ
の
表
を
見
れ
ば
、

果
物
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る「
新
型
鉄
不
足
」

ウ
メ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ア
ン
ズ
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
鉄
は
、
日
常
生
活
で
不
足
し
が
ち
な
ミ
ネ

ラ
ル
で
す
。

4
月
9
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
た
め

し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
で
、
「
新
型
鉄
不
足
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
分
不
足
は
貧
血
が
有
名
で

す
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
肌
荒
れ
、
睡
眠
障
害
、

う
つ
、
疲
労
感
な
ど
の
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

普
通
の
健
康
診
断
で
貧
血
の
症
状
が
出
て
い
な
く

て
も
、
「
新
型
鉄
不
足
」
（
フ
ェ
リ
チ
ン
不
足
）
の

人
が
か
な
り
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

普
段
か
ら
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
る
ひ
じ
き
や
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
と
い
っ
た
野
菜
・
海
藻
類
を
取
っ
て
い
る

人
で
も
、
ど
う
し
て
「
新
型
鉄
不
足
」
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
野
菜
・
海
藻
類
に
含
ま
れ
る
鉄
分
は
、

一
般
に
酸
化
し
た
鉄
分
の
比
率
が
高
く
、
肉
類
・
魚

介
類
の
鉄
分
と
比
較
す
る
と
吸
収
率
が
低
め
だ
か
ら

で
す
。

そ
こ
で
、
酸
化
し
た
鉄
分
を
還
元
し
て
く
れ
る
働

き
の
あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
を
そ
れ
ら
と
一
緒
に
取

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
具
体
的
に
は
、
料
理
の
材

料
と
し
て
彩
り
や
香
り
の
よ
い
果
物
を
取
り
入
れ
た

り
、
食
後
に
生
の
果
物
や
ジ
ュ
ー
ス
で
「
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
」
を
補
う
こ
と
で
、
鉄
分
の
吸
収
率
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

果
物
の
力
で
健
康
生
活

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
果
物
で
す
が
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
成
分
だ
け
で
な
く
、
他
の
食
品
の
成

分
の
力
を
引
き
出
す
力
も
あ
る
の
で
す
。

最
近
、
必
要
な
栄
養
成
分
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
補
う

こ
と
が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
日
本
で
は
四

季
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
美
味
し
い
果
物
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
か
？

3
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
1
日
2
0
0
ｇ

の
果
物
を
食
べ
る
こ
と
が
、
健
康
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル

を
取
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ガ
ッ
テ
ン
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
旬
の
果
物
を
積
極
的
に
食
べ
て
、
健
康

を
維
持
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
通
じ
て
、
も
っ
と
「
果
物
の
力
」
を
消
費
者
に
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

営農対策部　営農技術課
技術主管

笹田 昭市

血
圧
調
節
機
能
抜
群
の
牛
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト

質・量
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の「
い
わ
て
の
牛
乳
」。そ
れ
は
、

豊
か
な
大
自
然
が
育
む
緑
や
良
質
の
粗
飼
料
生
産
に
よ
る
も
の
で
、

牛
乳
の
生
産
量
は
東
北
第
一
位
、全
国
第
五
位
。た
ん
ぱ
く
質
や

カ
ル
シ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、濃
厚
で
風
味
豊
か
な
味
わ
い
、

高
品
質
が
特
徴
で
す
。

重
要
な
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
て
い
る
牛
乳
は

「
完
全
栄
養
食
品
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
カ
ル
シ
ウ
ム

の
量
が
飛
び
抜
け
て
多
く
、成
人
の
一
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
所
要
量
は

6
0
0㎎
で
す
が
、コ
ッ
プ
１
杯（
約
２
０
０
ｇ
中
）に
牛
乳
の
カ
ル
シ

ウ
ム
は
２
２
０
㎎
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
能
に
は

骨
を
丈
夫
に
し
た
り
、骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
、そ
し
て
精
神
の
安

定
、ボ
ケ
防
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
だ
け
で
な
く

筋
肉
の
収
縮
や
血
液
の
状
態
、神
経
伝
達
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
体
内
に
充
実
す
る
と
、神
経
の
興
奮
や
緊
張
を
緩
和

し
、心
臓
の
収
縮
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
血
液
状
態
を
正
常
に
す
る
こ

と
か
ら
、動
脈
硬
化
や
高
血
圧
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

ホワイトソースで食べるロールキャベツ
材料（4人分）
キャベツ（５００ｇ）、牛豚合挽肉（２００ｇ）、玉ねぎ・にんじん（各
中１個）、セロリの葉（２０ｇ）、卵、牛乳、パン粉、塩、黒こしょう、
ナツメグ、ホワイトソース（コンソメスープ適量、バター大さじ２、
小麦粉大さじ２杯半、牛乳３２０ｃｃ、塩・こしょう適量）

作り方
❶キャベツの芯をくり抜き、丸ごと茹でて、ざるに取り冷ましておく
❷玉ねぎ、にんじん、セロリはみじん切りにし、混ぜ合わせ、軽く水気を絞る
❸❶と❷をよく混ぜ合わせ、１０分ねかし、適当な大きさに丸める
❹広げたキャベツの上に❸を載せ、包む
❺❹を鍋に入れ、具がかぶるくらいのコンソメスープで煮る（落し蓋をする）
❻ホワイトソースを作る（バターを溶かし小麦粉を入れて弱火で焦がさない
ように炒め合わせ、牛乳を入れたら❺の煮汁を少し加えて旨味を出す）
❼ロールキャベツを盛り付け、ホワイトソースをかける

栄養ポイント
血糖値の急激な上昇を抑える働きと、カルシウムが多いので塩分を排出させる効果
があるのが牛乳。牛乳に乳酸菌を加えて発酵させたヨーグルトは腸内の悪玉菌を
排除したり、コレステロールの吸収を阻害してくれる。ヨーグルトを使った「おかず」な
ら、マヨネーズを減らしてプレーンヨーグルトを加えた「ポテトサラダ」はいかが？　蒸
したジャガイモが熱いうちにリンゴジュースを少量加え混ぜると、甘みと酸っぱさが爽
やか。腹もちのよい「ヨーグルト風味のポテトサラダ」も一緒に召し上がれ。

細
胞
イ
キ
イ
キ
、老
化
を
遅
ら
す〝
応
援
レ
シ
ピ
〟

料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士、健康運動指導士
特定保健指導実践者
いわて糖尿病療養指導士
HACCP（食品衛生危害分析）指導者
（公社）岩手県栄養士会理事

いわての牛乳をたっぷり使った牛乳料理で高血圧予防

生協の牛乳が低温での殺菌にこだ
わっているのは、牛から搾ったままの乳
にできるだけ手を加えず、牛乳本来の
風味と栄養を損なわないようにしている
からです。

いわて生活協同組合
商品部・日配・グロサリーチーム

古舘 広光さん

私も
応援隊

■果物に含まれる主なミネラルの一覧表
◎果物200ｇ（生）中に含まれているミネラル含量 （単位：ｍｇ）

食品名 ナトリウム カリウム カルシウム マグネシウム リン 鉄 亜鉛 銅 マンガン
リンゴ Tｒ 220 6 6 20 Tｒ Tｒ 0.08 0.06
日本ナシ Tｒ 280 4 10 22 0 0.2 0.12 0.08
ブドウ 2 260 12 12 30 0.2 0.2 0.1 0.24
モモ 2 360 8 14 36 0.2 0.2 0.1 0.08
ウメ 4 480 24 16 28 1.2 0.2 0.1 0.14

サクランボ 2 420 26 12 34 0.6 0.2 0.1 —
温州ミカン 2 300 42 22 30 0.4 0.2 0.06 0.14
ブルーベリー 2 140 16 10 18 0.4 0.2 0.08 0.52
イチジク 4 340 52 28 32 0.6 0.4 0.12 0.16
アンズ 4 400 18 16 30 0.6 0.2 0.08 0.42
バナナ Tｒ 720 12 64 54 0.6 0.4 0.18 0.52

※日本食品標準分析表（2010）より　　「Tr」は、最小記載量の1/10以上、5/10未満であることを示す。

1人分

264
kcal
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各部から最新情報をピックアップいたします。

各部発直行便

2013いわて純情むすめ

星　春菜

美
味
し
い
岩
手
の
お
米
を
県
外
に
P
R
！

農機事業部

資材部

今年も、県内ＪＡの総力を結集したオールいわて農業機械フェア2014（ＪＡ農業機械大展示
会）をＪＡ江刺本所前の特設会場で開催いたします。この展示会は、機械化営農支援をおこない、
農作業の効率化などを目的として毎年開催しており、最新農業機械や中古農業機械、家庭菜園な
どに向いた小型の農業機械などを多数展示販売予定です。
さらに、肥料・農薬等の農業生産資材も展示予定しており、ＪＡグループの総力を挙げた総合展
示会です。
また、展示会の他にも、来場者へのプレゼント、お楽しみ抽選会などお楽しみ企画を
盛りだくさん予定しております。
同時開催として「2014ＪＡさなぶりｉｎえさし」の開催も予定しておりますので、生産者及び農
家組合員の皆様の奮ってご参加をお待ちしております。

（農業機械課）

寒さも和らぎすっかり春めいて来ました。暖かい日差しの
中、家庭菜園を始めてみてはいかがでしょうか？資材部より
家庭菜園用肥料「ジャック＆アンシリーズ」をご紹介します。
果菜専用（8-8-8）、葉菜専用（8-12-8）、根菜専用（12-8-
8）、いも・豆専用（4-10-8）と栽培作物に合わせて利用でき
るよう４種類取り揃えており、それぞれの作物に必要な肥
料成分と有機成分やミネラル成分をバランスよく配合した
家庭園芸用肥料です。サイズも一般のご家庭でも使いやす
い１０Ｋｇ入りとなっております。県内ＪＡの資材店舗はもち
ろん、東北各県のＪＡでも取り扱いしており販売拡大を進め
ております。今後もＪＡの多様なニーズに応える系統肥料事
業を進めてまいりますのでよろしくお願いします。

（肥料資材課）

畜産酪農部

2001年、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）は、牛乳への関心を高め、酪農・乳業の仕
事を多くの方に知ってもらうことを目的に、6月1日を「世界牛乳の日」と定めまし
た。これにちなみ、日本でも2008年から、6月1日を「牛乳の日」、6月を「牛乳月間」
としています。
本県でも、下記のような取り組みを行い、「牛乳の日」「牛乳月間」を盛り上げ、一
人でも多くの方に周知していただきたいと思います！！
「いわての牛乳消費拡大」のために、本会でも全力で取り組みますので、ご理解、
ご協力をお願いいたします。
取り組み① 「牛乳月間」春のキャンペーン：2014年5月中旬～6月末日（予定）
取り組み② 「牛乳の日」広報宣伝活動：2014年6月1日（予定）

（酪農課）

昨年の展示会の様子

昨年の「牛乳の日」広報宣伝活動状況（盛岡駅にて）
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若
年
層
に「
純
情
産
地
い
わ
て
」を
ア
ピ
ー
ル
！

１
．は
じ
め
に

「
純
情
産
地
い
わ
て
」が
25
周
年
を
迎
え
た
25
年
度
は
、こ
れ
ま
で

支
え
て
頂
い
た
県
内
生
産
者
お
よ
び
消
費
者
への
感
謝
の
気
持
ち
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、消
費
者・生
産
者・実
需
者
に
対
し
て「
純
情

産
地
い
わ
て
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
総
枠
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、昨
今
の
消
費
形
態
の
変
化
に
と
も
な
い
、農
畜
産
物
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
消
費
者
世
代
ご
と
に
異
な
っ
て
き
て
お
り
、よ
り

細
や
か
な
Ｐ
Ｒ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

26
年
度
は
、各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
の
志
向
に
も
と
づ
く
販
売
戦

略
を
す
す
め
る
た
め
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
に
よ
る
広
報・消

費
宣
伝
活
動
の
取
組
を
す
す
め
、「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
フ
ァ
ン
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。特
に
、10
～
20
代
は
食
の
志
向
と
し
て

「
国
産
志
向
が
低
く
、産
地
へ
の
こ
だ
わ
り
が
少
な
い（
国
産
志
向

20
代
→
8.3
％
、50
～
60
代
20
％
）」こ
と
か
ら
、若
年
層
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
純
情
産
地
い
わ
て
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

2
．実
施
内
容

（１）
い
わ
て
純
情
む
す
め
の
活
動

「
純
情
産
地
い
わ
て
」や「
岩
手
県
産
農
畜
産
物
」の
Ｐ
Ｒ
及
び

消
費
拡
大
を
目
的
と
し
、特
に
若
年
層
の
新
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
に

向
け
て
ラ
イ
ブ
活
動（
音
楽
）を
武
器
に
各
イ
ベン
ト
に
出
演
し
、イ

メ
ー
ジ
向
上
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
って
い
き
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

①
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ・販
売
促
進
活
動

②
県
内
Ｊ
Ａ・行
政
か
ら
の
出
演
依
頼
に
も
と
づ
く
農
業
関
係

イ
ベン
ト
で
の
ラ
イ
ブ
活
動
実
施

③
各
メ
デ
ィ
ア
に
積
極
的
に
ゲ
ス
ト
参
加
し
普
及・Ｐ
Ｒ

④
幼
稚
園・保
育
園
を
訪
問
し
、食
育
活
動
と
共
に
純
情
産
地

い
わ
て
を
Ｐ
Ｒ

（２）
テ
レ
ビ
岩
手
番
組「A

G
RIC

U
LTU

RE

」

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
若
い
農
業
従
事
者
の
目
線
で
テ
ー
マ

展
開
し
、か
っ
こ
い
い
農
業
を
発
信
す
る
こ
と
で
、若
年
層
に
食
を

支
え
る
農
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

■
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６
月
～
10
月
の
毎
週
土
曜
日
21
時
54
分
～
２
分
30
秒
程

　
　

（３）
Ｆ
Ｍ
い
わ
て
ラ
ジ
オ
番
組

「
純
情M

U
SU

M
E

のJU
N

JO
 RA

D
IO

」

Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
提
供
の
ラ
ジ
オ
音
楽
番
組
を「
い
わ
て
純
情
む

す
め
」が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
贈
る
こ
と
で
、若
年
層
の
関
心
事

項
を
入
口
に
共
感
軸
を
形
成
し
、県
産
農
畜
産
品
の
旬
な
情
報
を

音
楽
と
と
も
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
産
品
へ
の
愛
着
心
を

醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

■
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
番
組
放
送
　
　
９
月
～
２
月（
６
か
月
間
）の
毎
週
土
曜

日
12
時
15
分
～
12
時
25
分

②
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
　
毎
朝
20
秒
Ｃ
Ｍ
を
放
送（
純
情
む
す
め
の

日
替
わ
り
メッ
セ
ー
ジ
）

（４）
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ「
純
情
産
地
ラ
ジ
オ
」

Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
、県
内
生
産
者
を
中
心
と
し
た

聴
取
者
に
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
の
取
組
み
や
取
扱
う
資
材
情

報
等
の
情
報
提
供
を
行
って
い
き
ま
す
。

■
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
～
10
月
の
毎
週
木
曜
日
９
時
20
分
頃
～ 

５
分
程
度

（５）「
純
情
産
地
い
わ
て
」レ
シ
ピ
検
索
ア
プ
リ

い
わ
て
の
食
材
を
活
用
し
た
簡
単
レ
シ
ピ
や
、県
産
農
畜
産
物
の

特
徴
な
ど
を
、ア
プ
リ
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

個
人
所
有
率
の
高
い
20
～
30
代
の
女
性
層
に
、県
産
農
畜
産
物
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
は
か

り
ま
す
。

（６）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
協
賛

県
内
の
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
を
行
い
支
援
し
て
い

き
ま
す
。岩
手
の
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、食
の
重
要
性
と
純
情
産
地
い
わ
て
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
って
い

き
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
の
協
賛
大
会
の
結
果

と
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

「純情産地いわてのファン拡大」
広報・消費宣伝活動実施イメージ

若い世代にターゲットを絞った情報発信

生産者 消費者若い世代

「純
（ J A 全 農 い わ て ）
情産地いわて」のファン

世代別、国産志向割合
20代 8.3％
30代 14.8％
40代 14.7％
50代 19.5％
60代 20.6％
70代 28.2％

2014いわて純情むすめ
募集中！

今年もいわて純情むすめは、「純情産
地いわて」を県内外にPRしていきま
す。おいしくて安全な岩手の農畜産物
を全国に伝えてみませんか？詳しくは
JA全農いわてホームページをご覧く
ださい。
http://www.junjo.jp/
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盛岡市材木町の「よ市開幕祭」にて、牛乳の消費拡大イベント
がJA新いわて主催で行われました。多くの消費者が県産の美味
しい牛乳を買い求めて来場し、会場は賑わいました。このイベン
トは6月1日の「牛乳の日」、6月の「牛乳月間」に先立ち開催され
たもので、今後、県内各地で牛乳の消費拡大イベントが開催され
る予定です。

３月から４月にかけて県内各農機センターは農機
展示会を開催しました。農繁期を迎えるにあたり開催
された展示会では、新型農機の展示・実演会や、器具
のメンテナンス講習も設けられ来場者の関心を引き
ました。
JＡ全農いわて農機事業部は６月13日（金）〜14日

（土）にＪＡ江刺本所特設会場にて、ＪＡ農業機械大
展示会を開催します。

岩手県北ホルスタインクラブ主催の第40回岩手県北ブラック
＆ホワイトショウが、くずまき高原牧場体験交流センターで開催
されました。
今大会では、酪農家自慢の牛が計109頭が集まり、その体型

や乳房の発達の程度や資質の改良の成果などを競い合いまし
た。牛の引き手には小さな子供も参加し会場を大いに盛り上げ
ました。ショウの結果は以下のとおりです。
部　　門：未経産牛の部　優勝
名　　号：モージヤス サンチエス ベイビー
地　　区：江刈
出品者名：中村　優

部　　門：経産牛の部　優勝
名　　号：アマリア ローリン エリツク
地　　区：江刈
出品者名：川村　竜太

盛岡市の産ビルで、㈱米国全農組合貿易、山口職員の米国での事業報告
会が開催されました。山口職員は、昨年、全農岩手県本部より全国本部へ
転籍し、その後、㈱米国全農組合貿易へ出向し、現在は、ニューヨークの米
国事務所にて勤務しています。
報告内容は、ＪＡ全農がビバリーヒルズにオープンしたレストランの管理
業務や、アメリカ国内での和牛販売業務の現状など多岐にわたりました。
山口職員は、「和牛肉は米国産の牛肉よりも値段が高いが、品質への評価

も高い。商品を小ロット化することで、今後、中流階級層への売り込みをかけ
ていきたい」と報告しました。

「いわての牛乳が大人気」

新型農機をご提案

酪農家自慢の牛が大集合

米国市場の現状を伝える

4月5日（土）

３月～４月

４月20日（日）

4月16日（水）

牛乳の消費拡大イベント

農機展示会

「第40回 岩手県北ブラック＆ホワイトショウ」

㈱米国全農組合貿易山口職員の報告会

牛乳販売会の様子

４月11日～12日の西和賀での展示会の様子

小さな引き手に盛り上がる会場

報告を行う山口職員

ＪＡ全農が特別協賛する全日本卓球選手権大会の岩手県予選が、花巻市総合体育館で行
われました。ＪＡ全農いわては、1位から3位までの副賞と参加者賞に、岩手の農畜産物を提供
し、食の面から子供たちをサポートしました。会場では、予選突破を目指す子供たちの、元気は
つらつとしたプレーがみられ大会は大いに盛り上げました。
大会の結果左記のとおりです。

JA全農いわて担い手対策課は、
盛岡市の産ビルで「第１回JA担
い手担当部課長会議」及び「岩手
県TAC研究会」を開催しました。
会議では、全農が進めるＴＡＣ
活動方針と今年度計画を協議す
るとともに、活動2年目を迎えた
「県域担い手対策チーム」が機能
連携し、JAグループの総合力発揮
に向けて、ＪＡ担い手担当部署と
共に担い手対応に取り組むことを
確認しました。また、今年度よりス
タートする「岩手県TAC研究会」
では、JA間の横の連携を強化して
いくことで、各ＪＡにおけるＴＡＣ
活動の優良な取組の情報交換や、
先進事例の視察研修などを計画
し、ＴＡＣ活動の充実と更なるレ
ベルアップを図ります。

食育を通じて、子供たちを応援！

高度化・専門化する担い手ニーズへの対応強化

4月20日（日）

４月２２日（火）

全農杯平成26年度全日本卓球選手権　岩手県予選会

第１回JA担い手担当部課長会議及び岩手県TAC研究会を開催

白熱する試合の様子

今年度計画の協議を行う会議の様子

ホープス（５・６年生）男子の部 
第１位 平賀　龍生 花卓ジュニア
第２位 中嶋　楓希 AobaTTC
第３位 堀川　隼杜 一関クラブ

ホープス（５・６年生）女子の部
第１位 佐藤　瑠衣 若松クラブ
第２位 石川　　凛 一関クラブ
第３位 伊東　明香 若松クラブ

カブ（３・４年生）男子の部 
第１位 佐藤　颯太 花卓ジュニア
第２位 佐藤　遼太 花卓ジュニア
第３位 照井…涼太郎 花卓ジュニア

カブ（３・４年生）女子の部 
第１位 小林　りんご 宮古Jr.
第２位 平賀…愛梨沙 花卓ジュニア
第３位 吉田　翔花 大和田クラブ

バンビ（２年生以下）男子の部 
第１位 久保　賢輔 矢巾卓球クラブ
第２位 小林　レオ 宮古Jr.
第３位 鈴木　李空 飯豊クラブ

バンビ（２年生以下）女子の部 
第1位 照井　莉胡 花卓ジュニア
第2位 遠藤…唯桜花 一関卓心クラブ
第3位 大山　あい 萩荘クラブ
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２０１4
いわて純情むすめ

募集中

農
事
組
合
法
人
　
室
岡
営
農
組
合【
矢
巾
町
】

®林風舍

「
農
業
生
産
法
人
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　室
岡
営
農
組
合
」

農事組合法人 室岡営農組合の経営概況

実
需
者
に
提
供
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、大
豆
栽
培
に
お
い
て
加
工
適
性
の
高
い
品

種「
シ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
」を
平
成
26
年
度
か
ら
導
入
す

る
な
ど
、研
究
機
関
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
売

れ
る
農
産
物
の
生
産
や
加
工
品
開
発
な
ど
、６
次

産
業
化
の
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
し
た
。

農
政
の
大
転
換
、

新
た
な
農
業
経
営
戦
略
に
挑
戦

昭
和
47
年
に
転
作
田
へ
の
小
麦
導
入
、ブ
ロ
ッ

ク・ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
に
よ
る
水
田
農
業
経
営
の
実
践
、

小
麦
と
大
豆
の
２
毛
作
栽
培
や
大
型
機
械
の
集
約

化
な
ど
新
品
目
や
革
新
技
術
の
導
入
に
い
ち
早
く

取
組
み
、経
営
安
定
対
策
を
睨
ん
だ
集
落
営
農
組

織
の
法
人
化
な
ど
、室
岡
地
区
は
水
田
農
業
経
営

の
ビ
ジ
ネ
ス・モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
来
ま
し

た
。国
際
化
の
進
展
に
伴
い
農
政
の
大
改
革
が
待
っ

た
な
し
で
あ
り
、同
法
人
の
安
全
な
農
産
物
生
産
と

加
工
品
の
販
売
な
ど
消
費
者
に
視
点
を
置
い
た
取

り
組
み
は
、営
業
活
動
を
必
要
と
す
る
農
業
生
産

法
人
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

成
18
年
か
ら
水
田
の
高
度
活
用
を
図
る
た
め
に「
水

稲
＋
小
麦
＋
大
豆
の
輪
作
体
系
」を
確
立
し
、殊

に
も
、小
麦
と
大
豆
の
立
毛
間
播
種
技
術
の
導
入

に
よ
る
２
毛
作
栽
培
に
お
い
て
は
10
㌃
当
た
り

3
1
1
㎏
の
収
量
と
全
量
１
等
を
実
現
し
、平
成

23
年
度
全
国
麦
作
共
励
会
に
お
い
て
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、高
度
な
土
地
利
用
型
農

業
経
営
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、法
人
は
農
地・水
保
全
管
理
支
援
交
付
金

事
業
の
事
務
局
を
担
い
、向
上
活
動
支
援
交
付
金

を
活
用
し
た
用
排
水
路（
受
益
面
積
約
60
㌶
）の
整

備
や
河
川
、農
道
等
の
補
修
な
ど
に
計
画
的
に
取

組
み
、資
源
の
長
寿
命
化
に
よ
り
地
域
の
生
産
基

盤
の
維
持
に
集
落
全
体
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。

組
織
体
制
は
、組
合
長
と
副
組
合
長（
常
務
理

事
）、事
務
局
長
の
３
役
を
中
心
と
し
た
８
名
の
理

事
と
３
名
の
監
事
、地
域
内
の
２
農
家
組
合
の
連

携
を
密
に
し
て
農
地
の
利
用
調
整
や
円
滑
な
集
落

営
農
の
取
組
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、室
岡
農
事
生
産
組
合
当
時
か
ら
機
械・施

設
に
つ
い
て
は
、組
織
で
所
有
し
利
用
す
る
と
の
考

え
が
浸
透
し
て
お
り
、大
型
機
械
の
個
人
所
有
が
少

な
い
こ
と
な
ど
、集
落
営
農
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産

の
取
り
組
み
が
定
着
化
し
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
は
大
豆
の

加
工
品
・
独
自
販
売
か
ら

法
人
設
立
後
10

年
目
と
な
り
ま
す

が
、大
豆
供
給
や
加

工
品
販
売
に
取
組

む
た
め
に
平
成
25

年
度
に
大
豆
乾
燥

調
製
・
加
工
施
設
を

整
備
し（
６
次
産
業

化
整
備
支
援
事
業
）、

平
成
26
年
度
か
ら

学
校
給
食
へ
の
大
豆

味
噌
の
供
給
や
原

料
大
豆
を
地
場
の

地
域
農
業
の
中
心
経
営
体
と
し
て

法
人
化

（農）
室
岡
営
農
組
合
が
所
在
し
て
い
る
室
岡
地
区

は
、水
稲
を
基
幹
と
し
た
水
田
単
作
地
帯
で
野
菜

等
の
園
芸
品
目
を
組
入
れ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ

て
お
り
、矢
巾
町
の
南
西
部
に
位
置
し
た
田
園
地
帯

に
あ
り
ま
す
。

同
法
人
は
、Ｊ
Ｒ
矢
巾
駅
か
ら
南
西
に
約
３
㎞
、

東
北
自
動
車
道
を
東
西
に
挟
ん
だ
農
業
集
落
を
主

な
エ
リ
ア
と
し
て
、昭
和
47
年
に
は
じ
ま
っ
た
第
二

次
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
基
盤
整
備
と
大
型

機
械
の
導
入
が
進
め
ら
れ
、こ
れ
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
室
岡
農
事
生
産
組
合（
農
作
業
受
託
）が
農
業

機
械
化
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
13

年
に
設
立
さ
れ
た
室
岡
転
作
組
合
と
両
組
合
が
平

成
15
年
に
合
併
し
て
室
岡
営
農
組
合
と
な
り
、平
成

19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
経
営
安
定
対
策
を
見
越
し

て
、平
成
17
年
1
月
に
農
事
組
合
法
人
室
岡
営
農
組

合
を
設
立
し
て
集
落
の
担
い
手
と
な
り
ま
し
た
。

法
人
の
構
成
農
家
数
は
76
戸
で
、経
営
面
積
75
㌶

（
貸
借
契
約
40
㌶
）に
水
稲
55
㌶
、大
豆
20
㌶
、小

麦
15
㌶
の
栽
培
に
加
え
て
、水
稲
の
育
苗
施
設
を

活
用
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
の
野
菜
の
生
産
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
絆
で
農
地
を
守
り
、

集
落
営
農
を
担
う

農
業
経
営
は
特
別
栽
培
米
で
あ
る
モ
チ
米
生
産

を
基
幹
に
小
麦
及
び
大
豆
生
産
に
取
り
組
み
、平

村松副組合長

ＴＡＣ活動

左から　村松副組合長、佐々木組合長、村松事務局長、JAいわて中央高橋さん

今年もいわて純情むすめの募集が始まりました。
県内外のイベントで県産農畜産物のＰＲや販
売促進活動に取り組んでいきます。
詳しくは、ＪＡ全農いわてのホームページを
ご覧ください。
http://www.junjo.jp/

●代　　　表：代表理事組合長　佐々木忠之
●設　　　立：平成１７年１月２１日
●所　在　地：矢巾町室岡12の180の1　
●組　合　員：７６人
●出　資　金：１，６７０万円
●経 営 面 積：平成２６年計画（水稲　５５ha、小麦１５ha大豆

２０ha）
●施 設 機 械：事務室１棟、機械格納庫１棟、大豆乾燥施設１

棟、加工施設１棟、育苗ハウス１５棟、トラクター３
台、普通コンバイン２台、汎用コンバイン２台、ブー
ムスプレヤー１台、播種機２台、カルチャー等

前
任
者
の
異
動
に
伴
い
、今
月
号
よ
り

編
集
担
当
者
と
な
り
ま
し
た
岩
本
で
す
。

岩
手
の
農
業
と
農
畜
産
物
の
魅
力
、ま
た
、

そ
れ
に
携
わ
る
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
、

K
L
A
R
A
を
通
し
て
多
く
の
人
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
！
　
と
は
い
え
取
材
や
記
事
の
編
集
な
ど
、生
ま

れ
て
こ
の
か
た
ま
っ
た
く
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
ジ
ャ
ン

ル
で
す
。カ
メ
ラ
の
使
い
方
も
わ
か
ら
な
い
自
分
が
担
当
で
い
い

の
か
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、新
し
い

こ
と
へ
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
貰
え
た
の
だ
と
考
え
る
と
、

逆
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
の
も
ま
た
本
音
で
す
。失
敗
に
め
げ

ず
、周
り
の
人
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、さ
ら
に
魅
力
的
な

K
L
A
R
A
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
本
）

編
集

後
記

〜お知らせ〜

新入職員編

津
つ だ

田　旭
あさひ

佐
さ と う

藤 和
かずたか

敬

佐
さ と う

藤 航
こうすけ

輔

佐
さ と う

藤 亮
りょうた

太

佐
さ と う

藤 侑
ゆ み

美

柿
かきざき

崎　龍
りょう
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■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。

JA
全
農
い
わ
て
通
信
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新連載


